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平
　
子
　
晶
　
規

　
小
学
校
低
学
年
段
階
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
つ
い
て
の
考
察

―
有
田
和
正
の
実
践
「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」
を
例
に
―
　
　
　
　
　 

は
じ
め
に

　

平
成
二
十
九
年
に
は
、
小
学
校
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
が
、
翌

平
成
三
十
年
に
は
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
が
文
部
科
学
省
よ
り

告
示
さ
れ
た
（
以
下
、
現
行
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
を
「
平
成

二
十
九
年
版
」
と
称
す
る
。）。
小
学
校
は
令
和
二
年
度
よ
り
、
中
学

校
は
令
和
三
年
度
よ
り
、
高
等
学
校
は
令
和
四
年
度
よ
り
全
面
実
施

さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
改
訂
は
、
学
び
の
大
転
換
を
図
る
大
改
革
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、各
教
科
等
の「
見
方
・
考
え
方
」

が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る（
１
）。

本
稿
で
は
、
こ
の

「
見
方
・
考
え
方
」
に
着
目
し
た
い
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
ず
、
第
一
章
に
お
い
て
は
、
現
行
「
平
成
二
十
九
年
版
」
小

学
校
社
会
科
学
習
指
導
要
領
を
基
に
、小
学
校
社
会
科
に
お
け
る「
社

会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
特
に
中
学
校
社
会
科
歴
史
的

分
野
の
「
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
発
展
す
る

と
考
え
ら
れ
る
、「
社
会
的
事
象
の
見
方
・
考
え
方
」
に
含
ま
れ
る
「
歴

史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
小
学
校
社

会
科
（
第
三
学
年
か
ら
第
六
学
年
）
で
規
定
さ
れ
る
「
歴
史
的
な
見

方
・
考
え
方
」
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

次
に
、
第
二
章
に
お
い
て
は
、
生
活
科
の
誕
生
に
よ
り
小
学
校
低

学
年
社
会
科
が
廃
止
さ
れ
た
平
成
元
年
以
降
、
小
学
校
低
学
年
段
階

に
お
い
て
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
は
ど
の
よ
う
に
育
成
さ
れ

る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
考
察
を
進
め
て
い
く
。
昭
和
二
十
二

年
、当
時
の
文
部
省
に
よ
る
「
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編
（
Ⅰ
）（
試

案
）」
の
発
行
を
も
っ
て
成
立
し
た
社
会
科
に
お
け
る
、
小
学
校
低

学
年
社
会
科
で
の
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
つ
い
て
の
考
察

か
ら
始
め
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
変
遷
に
従
っ
て
順
に
見
て
い
く

こ
と
で
、
現
行
学
習
指
導
要
領
の
下
で
の
小
学
校
低
学
年
段
階
に
お

け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
の
取
り
上
げ
ら
れ
方
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
た
い
。

　

そ
し
て
、
第
三
章
に
お
い
て
は
、
小
学
校
低
学
年
段
階
に
お
け
る
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「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
育
成
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て

実
践
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
有
田
和
正
の
実
践
「
わ
た
し
が
生
ま

れ
て
か
ら
」
を
取
り
上
げ
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
小
学
校

低
学
年
段
階
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
の
育
成
の
実

際
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

以
上
の
三
つ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
小
学
校
低
学
年
段

階
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
の
位
置
付
け
、
幼
稚
園

段
階
か
ら
高
等
学
校
段
階
に
至
る
、
学
び
の
連
続
性
の
中
で
の
「
歴

史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
の
系
統
性
へ
の
発
展
を
視
野
に
入
れ
て
論

を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

一
、小
学
校
社
会
科
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」

（
一
）
現
行
「
平
成
二
十
九
年
版
」
の
告
示

　

今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
背
景
に
は
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代

を
迎
え
超
ス
マ
ー
ト
社
会
（Society 5.0

）
の
実
現
に
向
け
てA

I

やIoT

な
ど
の
技
術
改
革
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
予
測
困
難
な

時
代
、
二
〇
三
〇
年
以
降
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
培
う
た
め
の
教

育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
必

要
な
「
資
質
・
能
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
資
質
・

能
力
を
「
知
識
及
び
技
能
」「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」「
学

び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
三
つ
に
明
確
化
し
、
こ
れ
ら
を
育

成
す
る
た
め
に
、
各
学
校
で
は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

を
通
し
た
授
業
改
善
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
確

立
が
求
め
ら
れ
て
い
る（
２
）。
子
ど
も
た
ち
が
各
教
科
等
の
学
習
を
深
め

て
い
く
過
程
の
中
で
働
か
せ
る
と
す
る
の
が
、
本
稿
「
は
じ
め
に
」

で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
示
し
た
「
見
方
・
考
え
方
」
で
あ
る
。

　（
二
）「
平
成
二
十
九
年
版
」
で
の
「
見
方
・
考
え
方
」
と
は

　
「
平
成
二
十
九
年
版
」（
３
）の

「
総
則
」
に
お
い
て
、「
見
方
・
考
え
方
」

は
、「
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
物
事
を
捉
え
る
視
点
や
考
え
方
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
教
科
等
の
目
標
は
、「
～
～
見
方
・

考
え
方
を
働
か
せ
、
～
～
活
動
を
通
し
て
、
～
～
資
質
・
能
力
の
基

礎
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
」
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
（
傍
線

は
筆
者
に
よ
る
。）。
小
学
校
社
会
科
の
目
標
で
見
て
み
た
い
。【
資

料
１
】
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

【
資
料
１
】
小
学
校
社
会
科
の
目
標
（
傍
線
は
筆
者
）

　

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
課
題
を
追
究
し
た
り
解

決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会

に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者

に
必
要
な
公
民
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
基
礎
を
次
の
と
お
り
育

成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
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傍
線
を
引
い
た
箇
所
が
小
学
校
社
会
科
の
特
質
に
係
る
。
小
学
校

社
会
科
の
「
見
方
・
考
え
方
」
は
、「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
と
は
何
か
を

考
察
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、「
課
題
を
追
究
し
た
り
解
決
し
た
り

す
る
活
動
」
と
は
「
問
題
解
決
的
な
学
習
」、「
公
民
と
し
て
の
資
質
・

能
力
」
と
は
「
公
民
的
資
質
」
と
、
こ
れ
ま
で
社
会
科
教
育
に
お
い

て
扱
わ
れ
て
き
た
、
こ
れ
ら
は
社
会
科
の
二
大
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
っ

て
も
よ
か
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

（
三
）「
平
成
二
十
九
年
版
」
で
の
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
と

は

　
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
告
示
）
解
説
社
会
編
』

（
以
下
、「
解
説
」
と
称
す
る
。）
を
手
掛
か
り
に
す
る（
４
）。「
解
説
」
に

【
資
料
２
】【
資
料
３
】
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、「
社
会
的
な
見
方
・

考
え
方
」
が
定
義
さ
れ
て
い
る（
５
）。

【
資
料
２
】「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
と
は
（
傍
線
は
筆
者
）

　
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
は
、
小
学
校
社
会
科
、
中
学
校

社
会
科
に
お
い
て
、
社
会
的
な
事
象
の
意
味
や
意
義
、
特
色
や
相

互
の
関
連
を
考
察
し
た
り
、社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
際
の
「
視
点
や
方
法
（
考

え
方
）」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
資
料
３
】
総
称
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」（
傍
線
は
筆
者
）

　
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
は
、(

中
略)

小
学
校
社
会
科
、

中
学
校
社
会
科
の
各
分
野
の
特
質
に
応
じ
た
見
方
・
考
え
方
の
総

称
で
あ
り
、小
学
校
社
会
科
に
お
い
て
は
、「
社
会
的
事
象
の
見
方
・

考
え
方
」
を
働
か
せ
、
学
ぶ
こ
と
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
解
説
」に
は
小
学
校
の「
社
会
的
事
象
の
見
方
・
考
え
方
」

に
つ
い
て
【
資
料
４
】
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る（
６
）。

本
稿
で
は
、
小
学

校
段
階
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
限
っ
て
考
察
す

る
の
で
、
中
学
校
社
会
科
に
お
け
る
歴
史
的
分
野
に
接
続
・
発
展
す

る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
、【
資
料
５
】
の
よ
う
に
、

中
学
校
社
会
科
歴
史
的
分
野
の
「
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
・

考
え
方
」
に
係
る
記
述
を
示
す
こ
と
に
す
る（
７
）。

【
資
料
４
】「
社
会
的
事
象
の
見
方
・
考
え
方
」（
傍
線
は
筆
者
）

　
「
社
会
的
事
象
の
見
方
・
考
え
方
」
は
、「
位
置
や
空
間
的
な
広

が
り
、
時
期
や
時
間
の
経
過
、
事
象
や
人
々
の
相
互
関
係
な
ど
に

着
目
し
て
（
視
点
）、
社
会
的
事
象
を
捉
え
、
比
較
・
分
類
し
た

り
、地
域
の
人
々
や
国
民
の
生
活
と
関
連
付
け
た
り
す
る
こ
と（
方

法
）」
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
、
中
学
校
社
会
科
の
各
分
野
の
学

習
に
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
資
料
５
】
中
学
校
社
会
科
歴
史
的
分
野
（
傍
線
は
筆
者
）
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社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
（
歴
史
的
分
野
）

　

社
会
的
事
象
を
時
期
、
推
移
な
ど
に
着
目
し
て
捉
え
、
類
似
や

相
違
な
ど
を
明
確
に
し
た
り
、
事
象
同
士
を
因
果
関
係
な
ど
で
関

連
付
け
た
り
し
て

　

社
会
科
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」

に
は
、小
学
校
社
会
科
で
は
、視
点
と
し
て
「
時
期
や
時
間
の
経
過
」、

方
法
と
し
て
「
比
較
」「
分
類
」「
関
連
付
け
」、
中
学
校
社
会
科
歴

史
的
分
野
で
は
、視
点
と
し
て
「
時
期
」「
推
移
」、方
法
と
し
て
「
類

似
」「
相
違
」「
因
果
関
係
」「
関
連
付
け
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。「
平
成
二
十
九
年
版
」
の
告
示
に
先
立
ち
、
中
央
教
育

審
議
会
に
お
け
る
社
会
科
、
地
理
歴
史
科
、
公
民
科
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
は
、「
追
究
の
視
点
や
方
法
の
例
」
を
示
し
て
い
る（
８
）。
小

学
校
社
会
科
の
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
該
当
す
る
箇
所
を

【
資
料
６
・
７
・
８
】
の
よ
う
に
抜
粋
し
て
整
理
し
て
み
た
。

【
資
料
６
】　

考
え
ら
れ
る
視
点
例

○
時
期
や
時
間
の
経
過
の
視
点

　

時
代
、起
源
、由
来
、背
景
、変
化
、発
展
、継
承
、維
持
、向
上
、

　

計
画
、
持
続
可
能　

な
ど

【
資
料
７
】　

思
考
力
、
判
断
力
（
傍
線
は
筆
者
）

◎
社
会
的
事
象
の
見
方
・
考
え
方

・
時
期
や
時
間
の
経
過
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
比
較
・
分
類
し
た
り
統
合
し
た
り
し
て

・
国
民
（
人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て

思
考　

社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
、
意
味
を
多
角
的
に

考
察
す
る
力

構
想　

社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
社
会
へ
の
関
わ
り
方

を
選
択
・
判
断
す
る
力

【
資
料
８
】　

視
点
を
生
か
し
た
、
考
察
や
構
想
に
向
か
う　
　
　

「
問
い
」
の
例

・
い
つ
ど
ん
な
理
由
で
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

　
「
社
会
的
事
象
の
見
方
・
考
え
方
」
を
用
い
て
、
考
察
し
た
り
（
思

考
）
選
択
・
判
断
し
た
り
（
判
断
）
す
る
の
で
、「
見
方
・
考
え
方
」

と
「
思
考
力
、
判
断
力
」
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

　

「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
と
は

　

「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
と
は
何
か
を
整
理
し
た
い
。
こ
こ

で
は
、
日
本
社
会
科
教
育
学
会
編
『
社
会
科
教
育
事
典
』（
ぎ
ょ
う

せ
い
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
拠
り
所
と
す
る
。
坂
井
俊
樹
が
「
歴
史
的

思
考
力
」
の
項
目
に
お
い
て
【
資
料
９
】
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
９
）。
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【
資
料
９
】
坂
井
俊
樹
に
よ
る
「
歴
史
的
思
考
力
」（
傍
線
は
筆
者
）

　

歴
史
的
思
考
力
は
、「
歴
史
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
」
と

説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
過
去
に
向
き
合

う
過
去
認
識
と
し
て
の
「
見
方
・
考
え
方
」
を
指
し
、
他
方
で
は

過
去
の
視
点
や
立
場
か
ら
現
代
の
事
象
を
読
み
解
く
た
め
の
現
代

認
識
の
「
見
方
・
考
え
方
」
を
い
う
。
こ
れ
ら
現
代
認
識
と
過
去

認
識
の
相
互
の
絡
み
合
っ
た
思
考
の
中
か
ら
、歴
史
的
な
「
見
方
・

考
え
方
」
も
再
び
進
化
さ
せ
ら
れ
て
い
く
。

　

こ
こ
で
は
、「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
は
「
歴
史
的
思
考
力
」

と
同
義
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
「
歴
史

的
な
見
方
・
考
え
方
」
と
「
歴
史
的
思
考
力
」
は
密
接
な
関
係
が
あ

り
、
ま
た
、
こ
の
二
つ
を
明
確
に
区
別
し
て
定
義
す
る
こ
と
は
で
き

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
英
米
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
る
教
育

改
革
の
動
向
に
目
を
向
け
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

一
九
八
八
年
の
教
育
改
革
法
に
よ
り
一
九
九
〇
年
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
筆
者
は
、「
イ

ギ
リ
ス
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
歴
史
』
施
行
下
で
の
歴
史

教
育
の
展
開
―
歴
史
を
認
識
す
る
た
め
の
『
ス
キ
ル
』
を
重
視
し
た

歴
史
教
育
―
」
の
研
究
に
お
い
て
、「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」

を
含
め
た
「
歴
史
的
思
考
力
」
を
指
す
「skills

」
を
日
本
語
訳
の
「
能

力
」
や
「
技
能
」
は
適
当
で
は
な
い
と
し
て
、「
ス
キ
ル
」
と
し
、「
ス

キ
ル
（skills

）」
重
視
の
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
教
育
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
歴
史
を
評
価
し
た（

（（
（

。

二
、
学
習
指
導
要
領
の
変
遷
に
見
る
「
歴
史
的
な
見
方
・

考
え
方
」

（
一
）
初
期
社
会
科
期

　

社
会
科
が
成
立
し
た
昭
和
二
十
年
代
の
社
会
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

プ
ラ
ン
の
総
称
が
初
期
社
会
科
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
昭
和
二
十
二
年
に

文
部
省
よ
り
「
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編
（
Ⅰ
）（
試
案
）」（
以
下
、

発
行
年
を
も
っ
て
「
昭
和
二
十
二
年
版
」
と
い
う
よ
う
に
称
す
る
。）

が
発
行
さ
れ
、
戦
後
日
本
で
新
教
育
と
し
て
社
会
科
が
成
立
し
た（

（（
（

。

昭
和
二
十
三
年
「
小
学
校
社
会
科
学
習
指
導
要
領
補
説
」（

（（
（

、
昭
和

二
十
五
年
「
小
学
校
社
会
科
学
習
指
導
法
」（

（（
（

の
発
行
を
経
て
、
第
一

次
改
訂
で
あ
る
昭
和
二
十
六
年
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編

（
試
案
）」（
昭
和
二
十
六
年
版
）
が
発
行
さ
れ
た（

（（
（

。
昭
和
二
十
六
年

版
は
、
梅
根
悟
を
し
て
「
戦
後
日
本
の
社
会
科
の
一
つ
の
完
成
形
態

を
示
す
も
の
」
と
言
わ
し
め
、「
最
も
社
会
科
ら
し
い
社
会
科
」
で

あ
る
と
今
日
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
六
年
版
で
は
、「
単
元
の
基
底
の
例
」
が
学
年
ご
と
に

ま
ず
〔　

〕
の
中
に
「
学
年
主
題
」
が
示
さ
れ
、続
い
て
○
印
で
「
例
」

が
示
さ
れ
て
い
る
。
学
年
主
題
は
、
第
一
学
年
〔
身
近
な
生
活
〕、
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第
二
学
年
〔
身
近
な
生
活
〕、
第
三
学
年
〔
郷
土
の
生
活
〕、
第
四
学

年
〔
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
の
昔
と
今
〕、
第
五
学
年
〔
産
業
の
発

達
と
現
代
の
生
活
〕、
第
六
学
年
〔
世
界
に
お
け
る
日
本
〕
で
あ
る
。

第
一
学
年
と
第
二
学
年
の
学
年
主
題
は
〔
身
近
な
生
活
〕
と
同
一
で

あ
る
が
、「
例
」
に
よ
り
第
一
学
年
は
「
学
校
に
お
け
る
生
活
」「
家

庭
を
中
心
と
す
る
生
活
」、
第
二
学
年
は
「
近
所
の
生
活
」「
わ
た
く

し
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て
く
れ
る
人
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
構
成
原
理
と
し
て
は
、
学
年
が
上
が
る
に
従
い
、

学
校
・
家
庭
→
近
所
→
市
区
町
村
→
都
道
府
県
→
国
→
世
界
と
い
う

よ
う
に
広
が
っ
て
い
く
「
同
心
円
的
拡
大
主
義
」
が
と
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
方
法
原
理
と
し
て
は
、
問
題
解
決
学
習
が
と
ら
れ
た
。
歴
史

意
識
に
係
っ
て
着
目
し
た
い
の
は
、
第
四
学
年
の
学
年
主
題
が
〔
わ

た
く
し
た
ち
の
生
活
の
昔
と
今
〕
で
あ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四

学
年
の
「
発
達
の
特
性
」
と
し
て
次
の
【
資
料
10
】
の
よ
う
な
記
述

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
資
料
10
】
第
四
学
年
の
発
達
の
特
性
（
傍
線
は
筆
者
）

　

四
年
生
に
な
れ
ば
、
活
動
欲
や
想
像
力
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
れ

が
し
だ
い
に
発
達
し
て
き
た
推
理
力
と
あ
い
ま
っ
て
、
お
う
盛
な

冒
険
心
や
探
険
心
を
生
み
、
そ
の
関
心
は
一
段
と
拡
大
さ
れ
て
く

る
。
す
な
わ
ち
空
間
的
に
は
、
身
近
な
環
境
を
越
え
て
、
広
い
地

域
や
未
知
の
世
界
に
関
心
が
広
ま
り
、
時
間
的
に
は
、
過
去
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
、
昔
の
生
活
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と

を
知
る
こ
と
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
指
導

の
着
眼
点
と
し
て
は
、
人
間
と
自
然
と
の
交
渉
の
し
か
た
を
調
べ

さ
せ
た
り
、
身
近
な
生
活
と
他
の
遠
い
地
域
の
生
活
と
比
較
さ
せ

た
り
、
現
在
と
過
去
の
生
活
を
対
比
さ
せ
た
り
し
て
、
社
会
生
活

の
形
態
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
差
異
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
あ
る
。
ま
た
私
た
ち
の
地
域
の
生
活
と
他
の
地
域

の
生
活
と
の
間
の
関
連
や
、
過
去
と
現
在
と
の
つ
な
が
り
を
、
か

れ
ら
の
力
相
応
に
理
解
さ
せ
て
、
人
間
生
活
へ
の
理
解
の
目
を
一

段
と
広
く
開
か
せ
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
あ
る
。

　

歴
史
意
識
の
発
達
の
研
究
と
し
て
、
信
濃
教
育
研
究
所
の
齋
藤
博

の
「
歴
史
的
意
識
の
発
達
」
研
究
（
一
九
五
三
年
）
が
あ
る
が（

（（
（

、
斎

藤
は
、
小
学
校
低
学
年
で
は
歴
史
意
識
の
芽
生
え
が
見
ら
れ
る
が
、

第
三
学
年
後
期
か
ら
第
四
学
年
で
歴
史
意
識
の
初
歩
の
段
階
が
著
し

く
芽
生
え
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
斎
藤
が
指
摘
し
た
歴
史
意
識
の

五
段
階
は
、
次
の
【
資
料
11
】
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
資
料
11
】
齋
藤
博
に
よ
る
歴
史
意
識
の
五
段
階

一
、
今
昔
の
相
違
が
わ
か
る
こ
と
、
二
、
変
遷
が
わ
か
る
こ
と
、

三
、
歴
史
的
因
果
関
係
が
捉
え
ら
れ
る
こ
と
、

四
、
時
代
構
造
が
わ
か
る
こ
と
、五
、歴
史
の
発
展
が
わ
か
る
こ
と
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こ
れ
は
、
歴
史
的
思
考
力
に
係
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」

の
段
階
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

初
期
社
会
科
期
に
お
い
て
は
、「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に

係
る
記
述
は
小
学
校
低
学
年
段
階
で
は
見
ら
れ
ず
、
発
達
段
階
に
合

わ
せ
て
第
四
学
年
か
ら
学
年
主
題
〔
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
の
昔
と

今
〕
と
し
て
重
点
的
に
扱
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

（
二
）
社
会
科
学
習
指
導
要
領
の
抜
本
的
改
訂
期

　

経
験
主
義
的
な
問
題
解
決
学
習
と
し
て
の
社
会
科
で
あ
る
初
期
社

会
科
プ
ラ
ン
は
、
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
年
に

「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
社
会
編
」
が
発
行
さ
れ
た（

（（
（

（
第
二
次
改
訂
）。

昭
和
三
十
三
年
に
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
が
文
部
省
に
よ
り
告

示
さ
れ
た（

（（
（

（
第
三
次
改
訂
）。
昭
和
三
十
三
年
版
よ
り
法
的
拘
束
力

の
あ
る
「
告
示
」
と
な
り
、「
道
徳
」
が
特
設
さ
れ
、
社
会
科
学
習

指
導
要
領
が
抜
本
的
に
改
訂
さ
れ
、
系
統
学
習
と
し
て
の
社
会
科
へ

の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　
「
昭
和
三
十
三
年
版
」
を
基
に
小
学
校
低
学
年
段
階
に
お
け
る
「
歴

史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
関
連
す
る
記
述
を
見
て
い
く
こ
と
に
す

る
。
ま
ず
、
第
一
学
年
の
目
標
の
（
３
）
に
お
い
て
、【
資
料
12
】

の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
学
年
か
ら
「
歴
史
的
な
見
方
・
考

え
方
」
に
係
る
「
時
間
に
つ
い
て
の
意
識
」
を
系
統
的
に
育
成
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
な
お
、「
時
間
に
つ
い
て
の
意
識
」
が
「
歴
史
的

な
見
方
・
考
え
方
」
で
あ
る
な
ら
ば
、「
空
間
に
つ
い
て
の
意
識
」

は
「
地
理
的
な
見
方
・
考
え
方
」
で
あ
る
と
い
え
、
地
理
と
歴
史
を

社
会
科
の
中
で
明
確
に
区
別
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

目
標
の
（
３
）
を
受
け
て
、
内
容
に
お
い
て
【
資
料
13
】
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
季
節
に
よ
る
生
活
の
変
化
」「
古
い
・
新
し
い
」「
昔
・
今
」「
今

と
昔
の
違
い
・
変
化
」
と
う
い
よ
う
な
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」

【
資
料
12
】
第
一
学
年
の
目
標
（
傍
線
は
筆
者
）

　

身
近
な
地
形
・
事
物
の
位
置
関
係
や
場
所
的
相
違
、
あ
る
い

は
家
庭
の
暮
し
な
ど
に
み
ら
れ
る
季
節
的
変
化
、
事
物
の
新
旧

の
違
い
な
ど
を
観
察
、
理
解
さ
せ
空
間
や
時
間
に
つ
い
て
の
意

識
を
育
て
る
。

【
資
料
13-

1
】
第
一
学
年
の
内
容
（
傍
線
は
筆
者
）

（
12
）
家
庭
の
衣
食
住
、
自
分
た
ち
の
遊
び
や
生
活
の
し
か
た
な

ど
に
は
、
季
節
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

【
資
料
13-

2
】
第
一
学
年
の
内
容
（
傍
線
は
筆
者
）

（
13
）
道
路
や
建
物
な
ど
に
は
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
が
あ
り
、

ま
た
道
路
工
事
が
行
わ
れ
た
り
、
新
し
い
建
物
が
で
き
た
り
な

ど
し
て
、
近
所
の
様
子
も
変
っ
て
い
く
。　
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が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
第
一
学
年
と
い
う
発
達
段

階
か
ら
考
え
て
、【
資
料
14
】
の
よ
う
な
指
導
上
の
留
意
事
項
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　　

第
二
学
年
の
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
関
連
す
る
記
述
は
、

【
資
料
15
】
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
学
年
で
は
、「
道
具
や
機

械
の
変
化
・
進
歩
」
と
い
う
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
が
示
さ

れ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、「
時
代
に
よ
る
変
遷
」に
つ
い
て
は
、

後
の
学
年
に
回
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
「
指
導
上
の
留
意
事
項
」
か
ら

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
も
、「
変
遷
（
移
り
変
わ
り
）」
に
つ
い
て
は
、
第
三
学
年
の
内
容

で
扱
わ
れ
て
い
る
。

【
資
料
14
】
第
一
学
年
の
指
導
上
の
留
意
事
項
（
傍
線
は
筆
者
）

　

内
容
の
（
12
）
お
よ
び
（
13
）
は
、
児
童
の
時
間
的
意
識
を

育
て
る
も
の
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
学
年
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
単
独
に
切
り
離
し
て
単
元
を
構

成
す
る
の
で
は
な
く
、
学
校
や
家
庭
生
活
等
に
関
す
る
具
体
的

な
学
習
と
関
連
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

【
資
料
15
】
第
二
学
年
の
記
述
（
傍
線
は
筆
者
）

１　

目
標

（
３
）
天
候
と
人
々
の
仕
事
と
の
関
係
、
自
分
た
ち
の
生
活
が
遠

い
地
方
の
人
々
と
も
関
係
を
も
っ
て
い
る
事
実
、
人
々
の
使
う
道

具
や
機
械
が
進
ん
で
き
て
い
る
事
実
な
ど
の
一
端
を
理
解
さ
せ
、

空
間
や
時
間
に
つ
い
て
の
意
識
を
深
め
る
。             　

２　

内
容

（
８
）
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
す
る
人
の
使
う
道
具
や
機
械
を
見
る

と
、
便
利
に
な
っ
て
き
た
も
の
が
多
い
。 

３　

指
導
上
の
留
意
事
項

（
３
）
内
容
の
（
８
）
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、（
中
略
）
時
代
の
順

を
追
っ
て
こ
れ
ら
の
変
遷
を
扱
う
よ
う
な
学
習
を
行
う
必
要
は
な

い
。

（
三
）「
昭
和
四
十
三
年
版
」・「
昭
和
五
十
二
年
版
」

　

昭
和
三
十
三
年
の
抜
本
的
改
訂
の
後
、
学
習
指
導
要
領
は
ほ
ぼ
十

年
ご
と
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。「
教
育
内
容
の
現
代
化
」
す
な
わ
ち
、

教
育
内
容
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
十
三
年
に
改
訂
さ

れ
て
い
る（

（（
（

（
第
四
次
改
訂
）。第
一
学
年
の「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」

に
係
る
記
述
は
、「
内
容
」
に
お
い
て
【
資
料
16
】
の
よ
う
に
見
ら

れ
る
。

　
「
誕
生
か
ら
入
学
ま
で
の
出
来
事
」「
家
庭
に
お
け
る
変
化
」「
自

分
の
成
長
」「
季
節
に
よ
る
生
活
の
変
化
」
と
い
っ
た
「
歴
史
的
な

見
方
・
考
え
方
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
今
日
に
つ
な
が
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る
小
学
校
低
学
年
段
階
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
で

あ
り
、
昭
和
四
十
三
年
版
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
第
二
学
年
に
お
い
て
は
、
様
々
な

仕
事
や
働
く
人
々
を
内
容
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、「
歴
史
的
な
見
方
・

考
え
方
」
に
係
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

　

昭
和
五
十
二
年
、
ゆ
と
り
の
あ
る
充
実
し
た
学
校
生
活
を
実
現
す

る
た
め
、
各
教
科
等
の
標
準
授
業
時
数
が
削
減
さ
れ
、
第
五
次
改
訂

が
な
さ
れ
た（

（（
（

。
昭
和
五
十
二
年
版
の
低
学
年
社
会
科
の
「
歴
史
的
な

【
資
料
16
】
第
一
学
年
の
内
容
（
傍
線
は
筆
者
）

（
２
）
家
庭
生
活
を
さ
さ
え
て
い
る
家
族
の
人
た
ち
の
仕
事
の
様

子
、
特
に
家
の
職
業
の
た
い
せ
つ
な
意
味
を
理
解
さ
せ
、
家
族

の
一
員
と
し
て
の
立
場
や
家
庭
生
活
と
社
会
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
る
。

ア　

家
族
構
成
の
変
化
や
転
居
、
そ
の
他
誕
生
か
ら
入
学
ま
で
、

各
自
の
家
庭
に
あ
っ
た
お
も
な
で
き
ご
と
な
ど
を
整
理
し
な

が
ら
、
家
族
の
一
員
と
し
て
成
長
し
て
き
た
自
分
の
姿
を
ふ

り
か
え
る
こ
と
。

エ　

家
庭
生
活
に
お
け
る
衣
食
住
に
も
季
節
に
応
じ
た
変
化
や

く
ふ
う
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
具
体
的
事
例
に
即
し
て
理
解
す

る
と
と
も
に
、
家
庭
生
活
に
お
け
る
家
族
の
協
力
の
重
要
さ

な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。

見
方
・
考
え
方
」
に
係
る
記
述
は
、昭
和
四
十
三
年
版
を
踏
襲
し
【
資

料
17
】
の
よ
う
に
簡
潔
に
な
っ
て
い
る
。

　

後
の
第
三
章
で
考
察
す
る
有
田
和
正
の
実
践
「
わ
た
し
が
生
ま
れ

て
か
ら
」
は
、
実
践
年
代
や
指
導
計
画
か
ら
考
え
て
、
こ
の
昭
和

四
十
三
版
・
昭
和
五
十
二
年
版
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

（
四
）
低
学
年
社
会
科
解
体
、
生
活
科
誕
生
期

　

平
成
元
年
、
二
十
一
世
紀
を
目
指
し
社
会
の
変
化
に
自
ら
対
応
で

き
る
心
豊
か
な
人
間
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
基
本
的
な
ね
ら
い
と
し

て
、
第
六
次
改
訂
が
な
さ
れ
た（

（（
（

。
小
学
校
低
学
年
の
社
会
科
と
理
科

は
廃
止
さ
れ
、
新
し
い
教
科
と
し
て
生
活
科
が
設
置
さ
れ
た（

（（
（

。
生
活

科
は
、
単
な
る
社
会
科
と
理
科
の
合
科
で
は
な
い
が
、
低
学
年
社
会

科
で
扱
わ
れ
て
い
た
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
は
、
生
活
科
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
平

成
元
年
版
以
降
に
つ
い
て
は
、
生
活
科
学
習
指
導
要
領
に
小
学
校
低

【
資
料
17
】「
昭
和
五
十
二
年
版
」（
傍
線
は
筆
者
）

２　

内
容

［
第
１
学
年
］

（
５
）
自
分
た
ち
の
成
長
に
伴
っ
て
家
庭
生
活
の
様
子
が
変
わ
っ

て
き
た
こ
と
や
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
適
応
し
た
生
活
の
工

夫
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。
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学
年
段
階
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
係
る
記
述
を

求
め
る
こ
と
に
す
る
。
平
成
元
年
版
に
お
け
る
記
述
は
、
生
活
科
の

内
容
と
し
て
、【
資
料
18
】
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

傍
線
を
引
い
た
箇
所
が
小
学
校
低
学
年
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見

方
・
考
え
方
」
に
直
接
係
る
記
述
で
あ
る
が
、
第
一
学
年
の
社
会
科

の
「
季
節
に
よ
る
生
活
の
変
化
」
と
「
自
分
の
成
長
」
を
引
き
継

ぎ
、第
一
学
年
と
第
二
学
年
に
分
け
て
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
自

分
の
成
長
」
に
係
る
内
容
は
、
第
一
学
年
で
は
「
入
学
し
て
か
ら
」、

第
二
学
年
で
は「
生
ま
れ
て
か
ら
」と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、後
で
考
察
す
る
有
田
和
正
の
実
践
「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」

は
、
社
会
科
と
し
て
は
第
一
学
年
で
、
生
活
科
と
し
て
は
第
二
学
年

で
実
践
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
五
）「
平
成
十
年
版
」・「
平
成
二
十
年
版
」
生
活
科

　

平
成
十
年
版
で
は
、
生
活
科
の
内
容
が
二
学
年
ま
と
め
て
示
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。【
資
料
19
】
は
、
平
成
十
年
版（

（（
（

と
平
成
二
十
年

版（
（（
（

に
お
け
る
「
自
分
の
成
長
」
に
係
る
内
容
の
記
述
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
自
分
の
成
長
に
つ
い
て
現
在
か
ら
過
去

を
振
り
返
る
と
い
う
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
加
え
、「
こ

れ
か
ら
の
成
長
へ
の
願
い
」
と
い
う
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
歴
史
を

未
来
志
向
的
に
捉
え
て
い
る
点
で
あ
り
、
評
価
で
き
る
点
で
あ
る
と

考
え
る
。

【
資
料
18
】「
平
成
元
年
版
」
生
活
科
（
傍
線
は
筆
者
）

［
第
１
学
年
］

（
３
）（
前
略
）
身
近
な
自
然
を
観
察
し
季
節
の
変
化
に
気
付
き
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
６
）
入
学
し
て
か
ら
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
日

常
生
活
で
の
自
分
の
役
割
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
分
か
り
、
意
欲

的
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

［
第
２
学
年
］ 

（
３
）（
前
略
）
ま
た
、
季
節
や
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
の
様
子

が
変
わ
る
こ
と
に
気
付
き
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
工
夫
し
た
り
楽

し
く
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
６
）
生
ま
れ
て
か
ら
の
自
分
の
生
活
や
成
長
に
は
多
く
の
人
々

の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
感
謝
の
気

持
ち
を
も
ち
、意
欲
的
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

【
資
料
19
】「
平
成
十
年
版
・
二
十
年
版
」
生
活
科
（
傍
線
は
筆
者
）

〔
平
成
十
年
版　

生
活
科
〕（
８
）
多
く
の
人
々
の
支
え
に
よ
り
自

分
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
、自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

役
割
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
分
か
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
や
成
長

を
支
え
て
く
れ
た
人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
成
長
へ
の
願
い
を
も
っ
て
、
意
欲
的
に
生
活
す
る
こ
と
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（
六
）
現
行
「
平
成
二
十
九
年
版
」
生
活
科

　

現
行
の
平
成
二
十
九
年
版
で
は
、
小
学
校
低
学
年
段
階
に
お
け
る

「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
に
係
る
記
述
は
、【
資
料
20
】
の
よ
う

に
生
活
科
の
内
容
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、「
季

節
に
よ
る
生
活
の
変
化
」
と
「
自
分
の
成
長
」
の
大
き
く
二
つ
の
点

に
お
い
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。（
26
）

（
七
）
幼
稚
園
教
育
要
領
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」

　

生
活
科
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
は
、
第
一
章
で

示
し
た
小
学
校
社
会
科
、
中
学
校
社
会
科
、
高
等
学
校
地
理
歴
史
科

の
学
習
指
導
要
領
へ
と
系
統
的
に
接
続
し
て
い
く
。
ま
た
、
現
行
の

平
成
二
十
九
年
版
で
は
、
生
活
科
に
お
い
て
幼
保
小
の
接
続
の
観
点

か
ら
「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
る（

（（
（

。
そ
こ
で
、
第
二
章
の
最
後
に
、
前
節
で
見
た
内
容
を
幼
稚
園

教
育
要
領
か
ら
の
系
統
的
な
接
続
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

現
行
の
幼
稚
園
教
育
要
領（

（（
（

で
は
、「
健
康
」「
人
間
関
係
」「
環
境
」

「
言
葉
」「
表
現
」
の
五
つ
の
領
域
に
分
か
れ
て
い
る
。
生
活
科
が
自

分
と
自
然
や
社
会
（
す
な
わ
ち
環
境
）
と
の
関
わ
り
を
扱
う
こ
と
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
幼
稚
園
教
育
要
領
の
領
域
「
環
境
」
が
小
学

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〔
平
成
二
十
年
版　

生
活
科
］（
９
）
自
分
自
身
の
成
長
を
振
り
返

り
、
多
く
の
人
々
の
支
え
に
よ
り
自
分
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
、

自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
役
割
が
増
え
た
こ
と
な
ど

が
分
か
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
や
成
長
を
支
え
て
く
れ
た
人
々
に

感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
へ
の
願
い

を
も
っ
て
、
意
欲
的
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

【
資
料
20
】（
傍
線
は
筆
者
）

〔
身
近
な
人
々
、
社
会
及
び
自
然
と
関
わ
る
活
動
に
関
す
る
内
容
〕

（
５
）
身
近
な
自
然
を
観
察
し
た
り
、
季
節
や
地
域
の
行
事
に
関

わ
っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
の
違
い
や
特
徴

を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
の
様
子
や
四
季
の
変
化
、
季
節

に
よ
っ
て
生
活
の
様
子
が
変
わ
る
こ
と
に
気
付
く
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
を
取
り
入
れ
自
分
の
生
活
を
楽
し
く
し
よ
う
と
す
る
。 

〔
自
分
自
身
の
生
活
や
成
長
に
関
す
る
内
容
〕（
９
）
自
分
自
身
の

生
活
や
成
長
を
振
り
返
る
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
こ
と
や
支
え

て
く
れ
た
人
々
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
、
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
役
割
が
増

え
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
や
成
長

を
支
え
て
く
れ
た
人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
、
こ
れ
か
ら
の

成
長
へ
の
願
い
を
も
っ
て
、
意
欲
的
に
生
活
し
よ
う
と
す
る
。
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校
生
活
科
に
接
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
行
の
幼
稚
園
教
育
要
領

の
「
環
境
」
の
（
３
）
に
は
、「
季
節
に
よ
り
自
然
や
人
間
の
生
活

に
変
化
の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。」
と
あ
る
。
こ
の
「
季
節
に
よ
る

生
活
の
変
化
」
が
小
学
校
入
学
前
に
扱
わ
れ
る
最
初
の
「
歴
史
的
な

見
方
・
考
え
方
」
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
有
田
和
正
の
実
践
「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」

（
一
）
単
元
の
ね
ら
い

　

有
田
和
正
の
低
学
年
社
会
科
の
実
践
に
「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か

ら
」が
あ
る
。有
田
の
著
書
の
中
で
実
践「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」

は
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
低
学
年
社
会
科
の
実
践
と
し
て

は
、『
学
級
づ
く
り
と
社
会
科
授
業
の
改
造
・
低
学
年
』（
明
治
図
書
、

一
九
八
五
年
）（
以
下
『
授
業
の
改
造
』
と
略
す
。）
に
詳
し
い
。
本

稿
で
は
、
こ
れ
を
基
に
し
て
、『
授
業
の
ネ
タ　

有
田
生
活
科
』（
明

治
図
書
、
一
九
九
九
年
）（
以
下
『
授
業
の
ネ
タ
』
と
略
す
。）
の
同

単
元
名
の
実
践
を
補
助
的
に
参
照
し
な
が
ら
「
歴
史
的
な
見
方
・
考

え
方
」
に
つ
い
て
考
察
す
る（

（（
（

。

　

有
田
は
、
奈
良
女
子
大
学
附
属
小
学
校
の
長
岡
文
雄（

（（
（

に
影
響
を
受

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
く（

（（
（

、
特
に
福
岡
教
育
大
学
附
属
小
倉
小
学

校
時
代
は
、
初
期
社
会
科
の
経
験
主
義
的
な
問
題
解
決
学
習
と
し
て

の
社
会
科
を
実
践
し
て
い
た（

（（
（

。『
授
業
の
改
造
』
に
「
一
年
生
の
学

級
づ
く
り
年
間
計
画
」
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
有
田
は
合
科
的
な
社

会
科
を
核
と
し
た
学
級
経
営
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
実
践

「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」
は
、
単
元
「
わ
た
し
の
ア
ル
バ
ム
」

と
し
て
三
学
期
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（

（（
（

（【
資
料
21
】
参
照
）。
さ

ら
に
、
単
元
「
わ
た
し
の
ア
ル
バ
ム
」
を
一
年
間
の
学
級
の
歴
史
へ

と
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
三
学
期
に
「
歴
史
的
な
見

方
・
考
え
方
」
を
重
点
的
に
指
導
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

有
田
は
、
単
元
の
ね
ら
い
を
【
資
料
22
】
の
よ
う
に
示
し
て
い
る（

（（
（

。

「
昭
和
四
十
三
年
版
」
を
基
に
実
践
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
有
田

は
、「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
「
歴
史
的
に
見
る
目
」
と
表
現

し
て
い
る
。
ま
た
、「
能
力
面
か
ら
い
え
ば
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、

「
歴
史
的
思
考
力
」
と
の
関
連
に
お
い
て
、「
変
化
」
や
「
自
分
の
成
長
」

と
い
っ
た
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
捉
え
、
小
学
校
低
学
年

段
階
に
お
い
て
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

【
資
料
21
】
一
年
生
の
三
学
期

○
単
元
「
わ
た
し
の
ア
ル
バ
ム
」
六
年
間
を
ふ
り
か
え
り
、
歴

史
的
な
見
方
考
え
方
を
引
き
出
す
。

○
一
年
間
の
学
級
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
、
成
長
の
し
か
た
を

つ
か
む
。

・
個
の
歴
史
か
ら
学
級
の
歴
史
へ
発
展
さ
せ
る
。

・
一
年
間
の
「
学
級
の
宝
物
」
は
何
か
考
え
さ
せ
る
。
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（
二
）
学
習
活
動
の
展
開

　

有
田
の
実
践
「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」
は
、
有
田
が
開
発
し

定
番
と
な
っ
た
授
業
の
教
材
（
有
田
の
い
う
「
ネ
タ
」）
の
一
つ
で

あ
る
。
実
践
年
代
も
様
々
で
あ
り
、自
身
の
担
当
学
級
だ
け
で
な
く
、

い
わ
ゆ
る
「
飛
び
込
み
」
の
授
業
に
お
い
て
も
多
数
回
実
践
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、『
授
業
の
改
造
』
に
収
め
ら
れ
た
、
単
元
「
わ
た
し

の
ア
ル
バ
ム
」
の
よ
う
に
低
学
年
社
会
科
と
し
て
第
一
学
年
で
実
践

さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、筑
波
大
学
附
属
小
学
校
時
代
に
「
総
合
」（
生

活
科
の
前
身
）
と
し
て
、
ま
た
、
第
二
学
年
の
生
活
科
と
し
て
実
践

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」

の
学
習
活
動
の
展
開
は
、一
通
り
に
確
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

有
田
も
い
う
、
授
業
や
発
問
の
「
定
石
化
」（

（（
（

の
観
点
か
ら
、
筆
者
は
、

先
に
示
し
た
『
授
業
の
改
造
』
と
『
授
業
の
ネ
タ
』
の
二
冊
を
基
に
、

学
習
活
動
の
展
開
を
以
下
の
【
資
料
23
】
①
か
ら
③
の
よ
う
に
整
理

し
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
す
る（

（（
（

。

　

有
田
の
授
業
技
術
等
に
つ
い
て
の
分
析（

（（
（

に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会

の
論
考
に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は
、「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え

方
」
に
限
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
有
田
は
、『
授
業
の
改
造
』

の
中
で
「
六
年
間
の
成
長
を
具
体
物
で
見
え
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
を

と
ら
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
」「
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
感
覚

的
に
つ
か
ま
せ
る
発
問
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。「
時
間
の
経
過
」「
昔

（
生
ま
れ
た
頃
）
と
今
の
比
較
」「
体
の
成
長
」
と
い
っ
た
「
歴
史
的

な
見
方
・
考
え
方
」
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
ど
の
よ
う
に
自

分
の
体
が
大
き
く
な
っ
た
の
か
」と
い
う「
問
い
」（
有
田
の
い
う「
は

【
資
料
22
】
単
元
の
ね
ら
い
（
傍
線
は
筆
者
）

　

こ
の
単
元
の
ね
ら
い
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
家
庭
生
活
な
ど
に
お
き
た
変
化
を
、
自
分
の
成
長

と
の
関
係
で
と
ら
え
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、
自

分
の
成
長
を
支
え
て
く
れ
た
人
々
の
暖
（
マ
マ
）
か
い
心
づ
か

い
に
も
気
付
か
せ
る
の
で
あ
る
。

　

能
力
面
か
ら
い
え
ば
、「
歴
史
的
に
見
る
目
」
を
育
て
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
単
元
で「
歴
史
の
目
」を
養
っ

て
き
た
の
だ
が
、
こ
の
単
元
で
は
「
歴
史
的
に
見
る
目
」
を
育

て
る
こ
と
を
中
心
に
す
え
て
展
開
し
て
い
く
。

【
資
料
23
】
①
学
習
活
動
の
展
開

一
、
教
師
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
帽
子
や
よ
だ
れ
掛
け
な
ど
の
具
体

物
を
提
示
す
る
。
教
師
が
身
に
付
け
て
み
せ
る
。

二
、
本
人
を
前
に
出
さ
せ
、
帽
子
を
か
ぶ
せ
、
よ
だ
れ
掛
け
を

つ
け
て
や
る
。

　

発
問
「
今
、
Ａ
さ
ん
が
、
こ
れ
を
身
に
付
け
た
ら
お
か
し
い
。

ど
う
し
て
？
」
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て
な
？
」）
が
生
ま
れ
、「
思
考
・
判
断
」
し
な
が
ら
「
追
究
」
し
始

め
る
の
で
あ
る
。

　
「
体
の
成
長
（
身
長
や
体
重
の
変
化
）」
と
い
う
「
歴
史
的
な
見
方
・

考
え
方
」を
紙
テ
ー
プ
や
粘
土
の
塊
で
つ
か
ま
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
ほ
か
に
成
長
し
た
こ
と
は
な
い
か
？
」
と
い
う
揺
さ
振
り
の
発
問

に
よ
り
次
の
「
問
い
」
が
生
ま
れ
、
追
究
が
続
く
。

　

有
田
は
、『
授
業
の
改
造
』
の
中
で
「『
す
べ
て
家
族
に
面
倒
を
み

て
も
ら
っ
て
い
た
生
活
』
か
ら
、『
少
し
ず
つ
自
分
で
や
れ
る
』
よ

う
に
な
り
、『
自
分
の
考
え
を
も
つ
』
よ
う
に
な
り
、『
自
己
主
張
を

す
る
』
よ
う
に
成
長
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、「
体
の
成
長
」
の
ほ
か
に
「
心
や
頭
の
成
長
」
を
追
究

し
て
い
る
。「
自
分
の
成
長
」
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
後
、「
六
年
間
に
体
も
心
も
大
き
く
成
長
し
た
が
、
こ
れ
は

一
人
で
大
き
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
教
師
が
発
問
し
て
い

る
。
有
田
は
、『
授
業
の
改
造
』
の
中
で
「
子
ど
も
の
成
長
の
陰
に
は
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
な
ど
の
家
族

は
も
ち
ろ
ん
、
親
類
や
近
所
の
人
な
ど
の
暖
（
マ
マ
）
か
い
心
づ
か

い
や
、
成
長
を
願
う
心
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
る
の
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。「
昭
和
四
十
三
年
版
」
に
示
さ
れ
た
「
家
庭
生
活

に
お
け
る
家
族
の
協
力
の
重
要
さ
」
に
気
付
か
せ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
授
業
後
の
展
開

【
資
料
23
】
②
学
習
活
動
の
展
開

三
、
教
師
が
、
四
本
の
紙
テ
ー
プ
（
生
ま
れ
た
時
・
一
才
・
三
才
・

六
才
の
身
長
）
を
提
示
し
て
、
黒
板
に
並
べ
る
。

四
、
粘
土
の
塊
（
先
の
身
長
に
対
応
す
る
体
重
）
を
提
示
す
る
。

　
（
六
才
の
時
の
塊
か
ら
提
示
す
る
。）

　

発
問
「
Ａ
さ
ん
は
、
六
年
間
に
体
は
大
き
く
成
長
し
た
。
ほ

か
に
成
長
し
た
こ
と
は
な
い
か
？
」

【
資
料
23
】
③
学
習
活
動
の
展
開

五
、
発
問
「
生
ま
れ
た
時
か
ら
自
分
一
人
で
ご
飯
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
た
か
？
」

　
　

発
問
「
学
校
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ど
ん
な
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
か
？
」

【
資
料
24
】
有
田
実
践
の
授
業
観

　
（
前
略
）
子
ど
も
た
ち
が
「
既
知
」
だ
と
思
っ
て
い
る
内
容
に
、

教
材
や
発
問
で
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
、
本
当
は
「
未
知
」
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
せ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
は
追
究
意
欲
を
か
き
た
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
子
ど
も
は

「
個
人
研
究
」
を
行
い
、
そ
れ
を
「
は
て
な
？
」
帳
な
ど
に
書
き
、

自
分
の
認
識
を
深
め
て
い
く
。
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【
資
料
24
】
は
、
有
田
実
践
の
授
業
観
を
有
田
が
示
し
た
も
の
で

あ
る（

（（
（

が
、
筆
者
は
、
授
業
が
終
わ
っ
た
後
の
子
ど
も
た
ち
の
追
究
こ

そ
が
、
有
田
実
践
が
今
日
も
高
く
評
価
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
と
考
え

る
。
有
田
は
、『
授
業
の
改
造
』
の
中
で
、
授
業
終
末
に
つ
い
て
「
こ

の
あ
た
り
ま
で
の
展
開
で
、『
自
分
の
成
長
の
あ
と
を
調
べ
て
み
た

い
』と
い
う
意
欲
が
十
分
に
高
ま
る
の
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。「
こ

の
あ
た
り
」
と
は
授
業
の
終
末
段
階
で
あ
る
。
実
践
「
わ
た
し
が
生

ま
れ
て
か
ら
」
に
お
い
て
は
、【
資
料
25
】
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
。

　
「
わ
た
し
の
ア
ル
バ
ム
」
は
、『
授
業
の
改
造
』
に
例
示
さ
れ
て
い

る
が
、
上
下
二
段
に
な
っ
て
お
り
、
上
段
が
「
自
分
の
こ
と
」、
下

段
が
「
家
庭
の
こ
と
」
を
、
縦
書
き
、
右
か
ら
左
へ
、
過
去
か
ら
現

在
へ
、
写
真
や
絵
を
交
え
な
が
ら
記
述
す
る
、
ま
さ
に
「
年
表
」
形

式
の
表
現
物
で
あ
る（

（（
（

。ま
た
、紙
芝
居
は
、説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、

「
何
歳
の
頃
」
と
い
う
よ
う
に
時
代
ご
と
に
場
面
を
分
け
て
、
表
に

出
来
事
の
場
面
の
絵
を
、
裏
に
出
来
事
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
る
文
を

か
い
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
絵
年
表
や
紙
芝
居
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、

共
に
「
歴
史
を
描
い
て
遺
す
」
と
い
う
行
為
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
自
分
の
成
長
や
家
庭
の
出
来
事
を
調
べ
る
過
程
は
、
当
時

の
写
真
を
探
す
、
家
族
等
に
話
を
聞
く
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
）
な

ど
、
歴
史
調
査
の
過
程
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
学

習
過
程
に
お
い
て
は
、「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
用
い
て
歴

史
的
思
考
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
「
歴
史

的
な
見
方
・
考
え
方
」
が
鍛
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
次
の
三
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
点
目
は
、
小
学
校

第
三
学
年
か
ら
第
六
学
年
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」

は
、
視
点
と
し
て
「
時
期
や
時
間
の
経
過
」、
方
法
と
し
て
「
比
較
」

「
分
類
」「
関
連
付
け
」
と
示
さ
れ
る
こ
と
。
二
点
目
は
、
小
学
校
低

学
年
段
階
に
お
け
る
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
は
、「
季
節
に

よ
る
生
活
の
変
化
」
と
「
自
分
の
成
長
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
。
三
点
目
は
、有
田
和
正
の
実
践「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」は
、

小
学
校
低
学
年
段
階
で
「
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
育
成
す
る

と
い
う
観
点
に
お
い
て
優
れ
た
実
践
で
あ
る
こ
と
。

　

今
後
の
本
研
究
の
発
展
と
し
て
は
、本
稿
の
途
中
で
も
ふ
れ
た
が
、

【
資
料
25
】「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」
授
業
後
の
展
開
（
傍

線
は
筆
者
）

　

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
も
と
に
し
て
、
自
分
の
成
長
や
家
の
で

き
ご
と
を
調
べ
て
、「
わ
た
し
の
ア
ル
バ
ム
」（
絵
年
表
）
や
紙

芝
居
づ
く
り
を
す
る
。
子
ど
も
は
、
昔
の
写
真
を
み
た
り
、
家

の
人
に
い
ろ
い
ろ
聞
い
た
り
し
て
、「
ア
ル
バ
ム
」
に
ま
と
め
て

い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
あ
る
。
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歴
史
的
思
考
力
の
系
統
性
、
イ
ギ
リ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
の
比
較
、
有
田
実
践
「
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」
の
授
業
分

析
を
考
え
て
い
る
。

【
註
】

（
１
）　
「
見
方
・
考
え
方
」
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、澤
井
陽
介
・

加
藤
寿
朗
編
著
『
見
方
・
考
え
方
［
社
会
科
編
］』（
東
洋
館
出

版
社
、
二
〇
一
七
年
）
が
あ
る
。

（
２
）　

文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
29
年
告
示
）
解

説
総
則
編
』（
二
〇
一
七
年
）。

（
３
）　

文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
平
成
29
年
告
示
）。

（
４
）　

文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
29
年
告
示
）
解

説
社
会
編
』（
二
〇
一
七
年
）。　

（
５
）　

同
、
一
八
頁
。

（
６
）　

同
、
一
八
頁
。

（
７
）　

同
、
一
九
頁
。

（
８
）　
「
教
育
課
程
部
会　

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
第
13
回
）
配
付
資
料
」（
二
〇
一
六
年
） 

。

（
９
）　

坂
井
俊
樹
「
歴
史
的
思
考
力
」
日
本
社
会
科
教
育
学
会
編
『
社

会
科
教
育
事
典
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
〇
年
）、
一
五
六
頁
。

（
10
）　

平
子
晶
規
「
イ
ギ
リ
ス
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
歴
史
』

施
行
下
で
の
歴
史
教
育
の
展
開
―
歴
史
を
認
識
す
る
た
め
の

『
ス
キ
ル
』
を
重
視
し
た
歴
史
教
育
―
」（
筑
波
大
学
大
学
院
修

士
論
文
、
一
九
九
九
年
）。

（
11
）　

文
部
省
『
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編
（
Ⅰ
）（
試
案
）』（
昭
和

22
年
発
行
）。

（
12
）　

文
部
省
『
小
学
校
社
会
科
学
習
指
導
要
領
補
説
』（
昭
和
23
年

発
行
）。

（
13
）　

文
部
省
『
小
学
校
社
会
科
学
習
指
導
法
』（
昭
和
25
年
発
行
）。

（
14
）　

文
部
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編
（
試
案
）』（
昭
和

26
年
発
行
）。

（
15
）　
『
地
理
的
・
歴
史
的
意
識
の
発
達
』〈
信
濃
教
育
研
究
所
紀
要
〉

第
一
九
集
（
信
濃
教
育
会
出
版
部
、
一
九
五
三
年
）。

（
16
）　

文
部
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編
』（
昭
和
30
年
発

行
）。

（
17
）　

文
部
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
昭
和
33
年
告
示
）。

（
18
）  

文
部
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
昭
和
43
年
告
示
）。

（
19
）  

文
部
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
昭
和
52
年
告
示
）。

（
20
）　

有
田
和
正
は
、
昭
和
四
二
年
四
月
に
福
岡
教
育
大
学
附
属
小
倉

小
学
校
、
昭
和
五
一
年
四
月
に
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
へ
異
動

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

（
21
）　

文
部
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
平
成
元
年
年
告
示
）。　

（
22
）　

社
会
科
解
体
、
生
活
科
誕
生
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
緊
急
世
話

人
会
編
『
社
会
科
「
解
体
論
」
批
判
―
緊
急
シ
ン
ポ
の
記
録
と
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資
料
―
』（
明
治
図
書
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

（
23
）　

文
部
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
平
成
10
年
告
示
）。　

（
24
）　

文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
平
成
20
年
告
示
）。

（
25
）　

前
掲
、
文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
平
成
29
年

告
示
）。

（
26
）　

生
活
科
に
お
け
る
「
見
方
・
考
え
方
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

中
野
真
志
「
生
活
科
に
お
け
る
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

中
野
真
志
・
加
藤
智
編
『
生
活
科
・
総
合
的
学
習
の
系
譜
と
展

望
』（
三
恵
社
、
二
〇
一
八
年
）
が
あ
る
。

（
27
）　

文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
29
年
告
示
）
解

説　

生
活
編
』（
二
〇
一
七
年
）。

（
28
）　

文
部
科
学
省
『
幼
稚
園
教
育
要
領
』（
平
成
29
年
告
示
）。

（
29
）　

有
田
和
正
の
次
の
著
書
『
学
級
づ
く
り
と
社
会
科
授
業
の
改

造
・
低
学
年
』（
明
治
図
書
、
一
九
八
五
年
）、『
社
会
科
「
わ

た
し
が
生
ま
れ
て
か
ら
」「
ポ
ス
ト
づ
く
り
」』（
明
治
図
書
、

一
九
八
七
年
）、『
写
真
で
見
る
生
活
科
授
業
づ
く
り
の
テ
キ
ス

ト
』（
明
治
図
書
、
一
九
九
四
年
）、『
授
業
の
ネ
タ　

有
田
生

活
科
』（
明
治
図
書
、
一
九
九
九
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
30
）　

長
岡
文
雄
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
長
瀬
拓
也
『
長
岡
文

雄
と
授
業
づ
く
り
』（
黎
明
書
房
、
二
〇
二
二
年
）
が
あ
る
。

（
31
）　

長
岡
の
初
期
社
会
科
の
実
践
と
し
て
は
、
長
岡
文
雄
「「
奈
良

の
合
科
学
習
」
の
展
開
」
木
原
健
太
郎
編
『
総
合
・
合
科
的
学

習
の
教
育
課
程
化
』（
明
治
図
書
、
一
九
七
七
年
）
を
参
考
に

し
た
。

（
32
）　

谷
川
彰
英
が
整
理
し
た
、
有
田
・
長
岡
の
「
切
実
性
」
論
争
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。

（
33
）　

前
掲
、
有
田
和
正
『
学
級
づ
く
り
と
社
会
科
授
業
の
改
造
・
低

学
年
』（
明
治
図
書
、
一
九
八
五
年
）、
二
三 

―
二
五
頁
。

（
34
）　

同
、
八
〇
頁
。

（
35
）　

有
田
和
正
『
社
会
科
発
問
の
定
石
化
』（
明
治
図
書
、

一
九
八
八
年
）、
一
九
頁
。

（
36
）　

前
掲
、
有
田
和
正
『
学
級
づ
く
り
と
社
会
科
授
業
の
改
造
・
低

学
年
』（
明
治
図
書
、
一
九
八
五
年
）、
八
〇 

―
八
七
頁
。
前

掲
、
有
田
和
正
『
授
業
の
ネ
タ　

有
田
生
活
科
』（
明
治
図
書
、

一
九
九
九
年
）、
一
三
四
―
一
四
五
頁
。　
　

（
37
）　

先
行
研
究
と
し
て
は
、
古
川
光
弘
『
有
田
和
正
に
学
ぶ
発
問
・

授
業
づ
く
り
』（
黎
明
書
房
、
二
〇
二
二
年
）
が
あ
る
。

（
38
）　

有
田
和
正
『
１
年
生
に
育
て
た
い
学
習
技
能
』（
明
治
図
書
、

一
九
九
三
年
）、
七
九
頁
。

（
39
）  

前
掲
、
有
田
和
正
『
学
級
づ
く
り
と
社
会
科
授
業
の
改
造
・
低

学
年
』（
明
治
図
書
、
一
九
八
五
年
）、
八
五 

―
八
六
頁
。

（
40
）  

前
掲
、
有
田
和
正
『
写
真
で
見
る
生
活
科
授
業
づ
く
り
の
テ
キ

ス
ト
』（
明
治
図
書
、
一
九
九
四
年
）、
二
一
九
―
二
二
一
頁
。


